
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】十分な排水性を確保しながら、軽量化を図るこ

とが可能な屋上緑化設備を提供する。

【解決手段】屋上緑化設備の排水用基盤材３０は、表側

または裏側の地組織３１または３２のうち、少なくとも

片側がメッシュ状に形成されており、かつ表側と裏側の

地組織が連結糸３３で連結されることにより厚みをもっ

て形成された、内部に空隙を有する三次元編織物である

。この排水用基盤材３０を、屋上面に敷設した防根シー

トの上に敷設し、さらにその上層に培土層を設け、該培

土層において植物を育成する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 側 ま た は 裏 側 の 地 組 織 の う ち 、 少 な く と も 片 側 が メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 表
側 と 裏 側 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ る こ と に よ り 厚 み を も っ て 形 成 さ れ た 、 内 部 に 空 隙
を 有 す る 三 次 元 編 織 物 で あ る 、 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 用 基 盤 材 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 表 側 お よ び ／ ま た は 裏 側 の 地 組 織 を バ イ ン ダ ー 樹 脂 に よ り 溶 融 固
着 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 、 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 用 基 盤 材 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 水 用 基 盤 材 を 備 え た 、 屋 上 緑 化 設 備 。
【 請 求 項 ４ 】
屋 上 面 に 、 防 根 シ ー ト を 敷 設 し 、 そ の 上 層 に 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 水 用 基 盤
材 を 敷 設 し た 後 、 さ ら に そ の 上 層 に 培 土 層 を 設 け 、 該 培 土 層 に お い て 植 物 を 育 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 、 屋 上 緑 化 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
植 物 を 植 え 込 む 土 壌 を 備 え た 培 土 層 と 、 該 培 土 層 か ら の 水 分 の 排 出 を 促 す た め の 空 隙 を 有
す る 排 水 層 と 、 を 備 え た 屋 上 緑 化 設 備 で あ っ て 、
前 記 排 水 層 に 、 柔 軟 性 を 有 す る 排 水 用 基 盤 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、 屋 上 緑 化 設 備 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に お い て 、 前 記 排 水 用 基 盤 材 は 、 表 側 あ る い は 裏 側 の 地 組 織 の う ち 、 少 な く と も
片 側 が メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ 、 か つ 表 側 と 裏 側 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ る こ と に よ り
厚 み を も っ て 形 成 さ れ た 、 内 部 に 空 隙 を 有 す る 三 次 元 編 織 物 で あ る 、 屋 上 緑 化 設 備 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に お い て 、 前 記 培 土 層 が 、 キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 屋
上 緑 化 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ビ ル 、 家 屋 等 の 屋 上 に 植 物 生 育 環 境 を 造 成 す る 屋 上 緑 化 に 使 用 で き る 排 水 用 基
盤 材 、 該 基 盤 材 を 用 い た 屋 上 緑 化 設 備 お よ び 屋 上 緑 化 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 都 市 部 に お い て ビ ル や 家 屋 等 の 構 造 物 の 屋 上 （ 屋 根 を 含 む ） に 植 物 の 生 育 環 境 を 造
成 す る 屋 上 緑 化 が 進 め ら れ て い る 。 屋 上 緑 化 設 備 は 、 ビ ル 等 の 屋 上 に 敷 設 す る も の で あ る
か ら 、 軽 量 で あ る こ と 、 施 工 が 容 易 で あ る こ と 、 排 水 性 が 良 好 で あ る こ と 、 培 土 の 飛 散 が
少 な い こ と 等 が 要 求 さ れ る 。 こ れ ら の 要 求 を 満 足 す る た め 、 こ れ ま で 数 々 の 提 案 が な さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 １ は 、 空 隙 率 ９ ０ ％ 以 上 、 見 掛 け 密 度 ５ ～ １ ０ ０ ｋ ｇ ／ ｍ ３ 、 厚 さ ２ ０ ～ １ ０ ０
ｍ ｍ の 熱 可 塑 性 樹 脂 繊 維 構 造 体 を 植 生 基 材 と す る も の で あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ は 、 熱 可
塑 性 樹 脂 重 合 体 よ り な る ０ ． １ ～ ５ ｍ ｍ 径 の 連 続 線 上 体 の 多 数 本 が 、 互 い に 交 差 し な が ら
各 々 水 平 方 向 な ら び に 厚 み 方 向 に 不 規 則 あ る い は 規 則 的 に 屈 曲 し て 一 方 側 か ら 他 方 側 に 向
け て 延 び 、 互 い に 交 差 す る ポ イ ン ト に お い て 融 着 さ れ て な る 立 体 網 状 構 造 体 か ら な る 屋 上
緑 化 用 マ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ で は 、 繊 維 構 造 体 や 網 目 状 構 造 体 に 培 土 を 充 填
す る た め 、 培 土 の 流 出 や 飛 散 は 防 止 で き る も の の 、 繊 維 構 造 体 や 網 目 状 構 造 体 が 目 詰 ま り
を 起 こ し 易 く 排 水 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 ３ で は 、 繊 度 の 異 な る ２ 種 以 上 の 捲 縮 繊 維 か ら な る 混 合 ウ ェ ブ が ラ ン ダ ム 配 列 し
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て 積 層 さ れ 、 厚 さ 方 向 の 一 方 側 に 主 と し て 細 繊 度 繊 維 ウ ェ ブ 層 が 分 布 し 、 他 方 側 に 太 繊 度
繊 維 ウ ェ ブ 層 が 分 布 し 、 そ の 間 に 連 続 的 に 密 度 勾 配 が 形 成 さ れ 、 か つ 繊 維 同 士 の 接 点 が 接
着 固 定 さ れ た 繊 維 成 形 体 と 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 製 の 排 水 層 を 備 え た 緑 化 構 造 物 が 提 案 さ
れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 ３ で は 、 培 土 を 充 填 し た 繊 維 成 形 体 と は 別 に 排 水 層 を 設 け て い る
点 で 雨 水 等 の 排 出 は 確 保 さ れ て い る 。 し か し 、 排 水 層 に つ い て は 、 実 施 例 中 で 太 デ ニ ー ル
の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 に ク リ ン プ を 施 し た 繊 維 ス プ リ ン グ （ カ ー ル ロ ッ ク ； 商 品 名 、 東 亜 紡
績 株 式 会 社 製 ） が 使 用 さ れ て い る 以 外 は 具 体 的 構 造 は 明 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 ゴ ル フ 練 習 場 グ ラ ン ド の 表 層 構 造 等 と し て 、 表 地 組 織 が ６ 角 形 あ る い は 菱 形 模 様 の
ハ ニ カ ム 状 の 組 織 で あ り 、 表 裏 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ て な り 、 地 組 織 お よ び 連 結 糸
に 合 成 繊 維 の 原 着 糸 を 用 い た 立 体 布 帛 を 用 い る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ４ 、 特 許
文 献 ５ ） 。 し か し 、 こ れ ら の 立 体 布 帛 を 屋 上 緑 化 設 備 の 資 材 と し て 用 い る こ と は 一 切 述 べ
ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ７ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ５ ４ ２ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ５ ４ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ ７ ２ ６ ５ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ １ ７ ２ ４ ０ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 し た よ う に 、 従 来 の 屋 上 緑 化 設 備 に お い て は 、 繊 維 構 造 体 を 使 用 す る こ と が 知 ら れ て
い る が 、 そ の 役 割 は 培 土 を 保 持 す る と い う も の で あ る 。 培 土 か ら の 排 水 を 促 す た め に 繊 維
構 造 体 を 用 い た 排 水 層 を 設 け て い る 場 合 で も 、 そ の 構 造 に つ い て は 深 く 検 討 さ れ て い な い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し 、 屋 上 緑 化 設 備 に お い て 排 水 機 能 が 低 下 す る と 、 設 備 の 荷 重 が 大 幅 に 増 加 し て 建 造
物 に か か る 負 担 が 非 常 に 大 き く な る ほ か 、 植 物 や 培 土 の 腐 敗 を 招 き 、 屋 上 環 境 を 台 無 し に
し て し ま う お そ れ も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 性 を 確 保 す る た め に 、 ス ノ コ の よ う な 硬 い 材 質 の 骨 格 材 を 排 水
層 に 使 用 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 重 量 が か さ む 上 、 地 表 面 と 同 様 の 感 触 （ 例 え ば 踏 圧 荷
重 に 対 す る 適 度 な 弾 性 ） を 与 え る こ と が で き な い 。 他 方 、 排 水 層 に 柔 ら か 過 ぎ る 骨 格 材 を
用 い た 場 合 、 培 土 表 面 の 弾 性 は 得 ら れ て も 土 圧 や 踏 圧 に 対 す る 耐 性 が な く な り 、 荷 重 に よ
っ て 培 土 が 移 動 し た り 、 崩 壊 し た り し て 植 物 の 根 が 損 傷 し 、 枯 死 さ せ て し ま う お そ れ が あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み て な さ た も の で あ り 、 十 分 な 排 水 性 を 確 保 し な が ら 、 軽 量 化 を
図 る こ と が 可 能 な 屋 上 緑 化 設 備 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 用 基 盤 材 は 、 表
側 ま た は 裏 側 の 地 組 織 の う ち 、 少 な く と も 片 側 が メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 か つ 表 側
と 裏 側 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ る こ と に よ り 厚 み を も っ て 形 成 さ れ た 、 内 部 に 空 隙 を
有 す る 三 次 元 編 織 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 用 基 盤 材 の 発 明 に よ れ ば 、 空 隙 を 有 す る 三 次 元 編 織 物 に よ り 、 こ
れ を 配 備 し た 屋 上 緑 化 設 備 に お い て 十 分 な 排 水 性 を 確 保 で き る と と も に 、 軽 量 化 を 図 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 排 水 用 基 盤 材 の 発 明 は 、 第 １ の 態 様 に お い て 、
前 記 表 側 お よ び ／ ま た は 裏 側 の 地 組 織 を バ イ ン ダ ー 樹 脂 に よ り 溶 融 固 着 さ せ た こ と を 特 徴
と す る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 地 組 織 を バ イ ン ダ ー 樹 脂 に よ り 溶 融 固 着 し た の で 、 押 圧 に 対
す る 抵 抗 性 を 大 幅 に 高 め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 バ イ ン ダ ー 樹 脂 に よ る 補 強 度 合 い を 調
整 す る こ と に よ り 、 所 望 の 弾 力 性 を 持 つ 屋 上 緑 化 設 備 を 作 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 発 明 は 、 第 １ の 態 様 ま た は 第 ２ の 態 様 の 排 水 用
基 盤 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 屋 上 緑 化 設 備 に お い て 第 １ の 態 様
ま た は 第 ２ の 態 様 と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 第 ４ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 方 法 の 発 明 は 、 屋 上 面 に 、 防 根 シ ー ト を 敷 設 し 、 そ の
上 層 に 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 水 用 基 盤 材 を 敷 設 し た 後 、 さ ら に そ の 上 層 に 培
土 層 を 設 け 、 該 培 土 層 に お い て 植 物 を 育 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 屋
上 緑 化 方 法 に お い て 、 上 記 第 １ の 態 様 ま た は 第 ２ の 態 様 と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。 ま
た 、 本 発 明 方 法 で 使 用 す る 排 水 用 基 盤 材 は 、 軽 量 で あ る 上 、 ロ ー ル 状 に 巻 回 し て 持 ち 運 び
で き 、 施 工 場 所 に お い て 展 延 す る だ け で よ い た め 、 施 工 が 極 め て 容 易 で 、 短 時 間 で の 作 業
を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 第 ５ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 発 明 は 、 植 物 を 植 え 込 む 土 壌 を 備 え た 培 土 層 と
、 該 培 土 層 か ら の 水 分 の 排 出 を 促 す た め の 空 隙 を 有 す る 排 水 層 と 、 を 備 え た 屋 上 緑 化 設 備
で あ っ て 、 前 記 排 水 層 に 、 柔 軟 性 を 有 す る 排 水 用 基 盤 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 こ の
特 徴 に よ れ ば 、 柔 軟 性 を 有 す る 排 水 用 基 盤 材 を 備 え た の で 、 屋 上 緑 化 設 備 に お い て 十 分 な
排 水 性 を 確 保 で き る と と も に 、 表 面 に 適 度 な 弾 力 感 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 第 ６ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 発 明 は 、 第 ５ の 態 様 に お い て 、 前 記 排 水 用 基 盤
材 は 、 表 側 あ る い は 裏 側 の 地 組 織 の う ち 、 少 な く と も 片 側 が メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ 、 か つ
表 側 と 裏 側 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ る こ と に よ り 厚 み を も っ て 形 成 さ れ た 、 内 部 に 空
隙 を 有 す る 三 次 元 編 織 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 内 部 に 空 隙 を 有 す
る 三 次 元 編 織 物 の 排 水 用 基 盤 材 に よ り 、 排 水 性 を 確 保 し な が ら 屋 上 緑 化 設 備 の 軽 量 化 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 第 ７ の 態 様 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 発 明 は 、 第 ６ の 態 様 に お い て 、 前 記 培 土 層 が 、
キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 特 徴 に よ れ ば キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス
を 含 有 す る 培 土 層 に よ り 、 軽 量 化 を 図 り つ つ 植 物 の 生 長 を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 屋 上 緑 化 設 備 １ ０ ０ の 断 面 構 造 を 模 式 的 に 示 す 図 面
で あ る 。 こ の 屋 上 緑 化 設 備 １ ０ ０ は 、 屋 上 の コ ン ク リ ー ト 地 ５ ０ の 表 面 に 防 根 シ ー ト ４ ０
を 敷 設 し 、 そ の 上 に 排 水 層 と し て 排 水 性 基 盤 材 ３ ０ が 敷 設 さ れ 、 排 水 性 基 盤 材 ３ ０ の 上 に
は 、 セ パ レ ー タ ー ２ ０ が 設 け ら れ 、 さ ら に そ の 上 に 培 土 層 と し て シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ が 盛 土
さ れ て い る 。 植 物 ６ ０ は シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ に 定 植 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ は 、 シ ラ ス を 主 成 分 と し て 含 有 す る 培 土 組 成 物 で あ る 。 シ ラ ス は 、 日 本
国 宮 崎 県 南 部 か ら 鹿 児 島 県 東 部 の 大 隈 半 島 に 至 る 地 域 に 形 成 さ れ た 、 ４ ７ ０ ０ ｋ ｍ ２ に 及
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ぶ 広 大 な シ ラ ス 台 地 を 構 成 す る 発 泡 性 ケ イ 酸 岩 で 、 多 孔 質 で 比 重 が 軽 い と い う 特 徴 を 持 つ
土 壌 で あ る 。 シ ラ ス を 主 成 分 と す る 培 土 組 成 物 を 用 い る こ と に よ っ て 、 後 記 す る よ う に 屋
上 緑 化 設 備 の 大 幅 な 軽 量 化 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 シ ラ ス に 天 然 多 糖 類 で あ る キ ト サ ン を 圧 入 処 理 し た キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス
を 用 い て い る 。 キ ト サ ン は 、 周 知 の と お り カ ニ や エ ビ な ど の 甲 殻 類 、 昆 虫 、 貝 類 、 き の こ
な ど の 菌 類 の 細 胞 壁 に 多 く 含 ま れ る 多 糖 類 の 天 然 高 分 子 で あ り 、 植 物 の 発 芽 、 生 長 を 促 し
、 健 全 な 植 物 を 育 て る 効 果 が あ る の で 、 土 壌 改 良 材 、 活 力 促 進 剤 と し て 市 場 で 販 売 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス は 、 例 え ば 粒 径 ３ ～ ８ ｍ ｍ 程 度 の シ ラ ス に 、 減 圧 真 空 圧 入 法 に よ り キ
ト サ ン を 圧 入 処 理 し た も の で あ る 。 減 圧 真 空 圧 入 は 以 下 に 例 示 す る 方 法 に よ り 行 わ れ る 。
す な わ ち 、 注 入 用 コ ン テ ナ に ５ ０ ０ リ ッ ト ル の シ ラ ス を 投 入 し 、 注 入 機 本 体 に セ ッ ト し 、
キ ト サ ン 液 を 入 れ 、 一 気 に 減 圧 し 真 空 状 態 に し て シ ラ ス の 気 孔 中 に キ ト サ ン を 注 入 す る 。
こ の と き 、 シ ラ ス の 気 孔 か ら 気 泡 が 排 出 さ れ て 気 孔 自 体 が 真 空 状 態 と な る の で 、 空 気 の 替
り に 気 孔 の 奥 深 く ま で キ ト サ ン が 侵 入 す る 。 キ ト サ ン の 圧 入 は 、 シ ラ ス ５ ０ ０ リ ッ ト ル に
対 し ３ 時 間 程 度 か け て 行 う こ と が 好 ま し い 。 使 用 す る キ ト サ ン 溶 液 の 濃 度 は 、 例 え ば ０ ．
０ ０ ２ モ ル ／ リ ッ ト ル （ 原 液 の ５ ０ ０ 倍 に 相 当 ） 程 度 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
キ ト サ ン を 圧 入 処 理 す る こ と に よ り 、 シ ラ ス に 乏 し い 有 機 物 を 補 う こ と が で き る と と も に
、 圧 入 に よ っ て 多 孔 質 の シ ラ ス の 気 孔 中 に キ ト サ ン が 侵 入 し 、 粒 子 の 中 心 部 ま で キ ト サ ン
が 充 填 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 通 常 の 浸 漬 処 理 に 比 べ て キ ト サ ン の 含 有 量 を 各 段 に 高 め る こ
と が で き る と と も に 、 単 に シ ラ ス 培 土 中 に キ ト サ ン を 添 加 す る 場 合 に 比 べ て 徐 放 作 用 が 得
ら れ 、 雨 水 等 に よ り 一 度 に キ ト サ ン が 流 出 し て し ま う 事 態 を 防 ぐ こ と が で き る 。 つ ま り 、
キ ト サ ン を 持 続 的 に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ は 、 キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス を 主 成 分 と す る も の で あ れ ば よ い が 、 こ れ 以 外
の 成 分 と し て 、 例 え ば 鹿 沼 土 、 バ ー ク 堆 肥 、 木 炭 等 を 配 合 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の
成 分 は 、 い ず れ も 軽 量 で あ り な か ら 植 物 体 を 支 持 す る 培 土 と し て の 機 能 を 果 た し 得 る も の
で あ る た め 、 軽 量 化 が 最 優 先 課 題 で あ る 屋 上 緑 化 設 備 に 適 し た も の で あ る 。 シ ラ ス 軽 量 土
１ ０ に お け る 各 成 分 の 配 合 比 は 任 意 で あ る が 、 軽 量 化 と 植 物 の 生 育 状 態 と を 比 較 考 量 し た
結 果 で は 、 キ ト サ ン 圧 入 シ ラ ス と 鹿 沼 土 と バ ー ク 堆 肥 と 木 炭 と を 、 ６ ： ２ ： １ ： １ の 割 合
で 配 合 し た も の が 特 に 好 ま し い こ と が 判 明 し て い る 。 か か る 配 合 比 に お い て 、 シ ラ ス 軽 量
土 １ ０ の 湿 潤 密 度 は ０ ． ６ ７ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 、 乾 燥 密 度 は ０ ． ３ ９ ｇ ／ ｃ ｍ ３ と な る 。 自 然 土
壌 の 通 常 時 密 度 は １ ． ６ ～ １ ． ８ ｇ ／ ｃ ｍ ３ 、 市 販 の 軽 量 土 で も ０ ． ６ ～ ０ ． ８ ｇ ／ ｃ ｍ
３ で あ る か ら 、 本 発 明 の シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ は 、 屋 上 緑 化 用 の 培 土 と し て 望 ま し い 軽 量 土 壌
で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。 ま た 、 上 記 組 成 に お け る シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ の ｐ Ｈ （ Ｈ ２ Ｏ ） は
６ ． ８ ９ 程 度 、 有 効 水 分 量 は １ ６ ５ リ ッ ト ル ／ ｍ ３ 、 透 水 係 数 は ４ ． ５ × １ ０ － ３ ｃ ｍ ／
ｓ ｅ ｃ 程 度 と な り 、 培 土 と し て 適 度 な 保 水 ／ 透 水 性 能 を 持 つ も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ を 用 い た 培 土 層 の 厚 み は 、 育 成 す る 植 物 の 種 類 に よ り 異 な る が 、 概 ね ５
～ ５ ０ ｃ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
セ パ レ ー タ ー ２ ０ は 、 シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ が 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ の 空 隙 へ 落 下 し 、 排 水 層 の 目
詰 ま り を 引 き 起 こ す こ と を 防 止 す る 役 割 を 果 た す 網 目 状 の シ ー ト 部 材 で あ り 、 そ の 材 質 は
問 わ な い が 、 腐 蝕 や 劣 化 が 起 こ り 難 い 材 質 と し て 一 般 に 使 用 さ れ て い る ポ リ エ ス テ ル 、 ナ
イ ロ ン 、 ポ リ エ チ レ ン も し く は ポ リ プ ロ ピ レ ン か ら 構 成 さ れ た も の 、 ま た は こ れ ら の 表 面
に 被 覆 樹 脂 加 工 が 施 さ れ た 合 成 樹 脂 製 の 材 質 が 好 ま し い 。 セ パ レ ー タ ー ２ ０ の 網 目 の 目 合
い は 、 シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ の 粒 径 に 応 じ て 選 択 す れ ば よ い 。 セ パ レ ー タ ー ２ ０ の 厚 み は 、 ０
． １ ５ ～ ０ ． ５ ０ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
排 水 用 基 盤 材 ３ ０ は 、 表 側 ま た は 裏 側 の 地 組 織 の う ち 、 少 な く と も 片 面 が メ ッ シ ュ 状 も し
く は 溝 状 の 空 隙 を 形 成 し 、 か つ 表 側 と 裏 側 の 地 組 織 が 連 結 糸 で 連 結 さ れ て 厚 み を 形 成 す る
三 次 元 編 織 物 で あ る 。 こ の 三 次 元 編 織 物 と し て は 、 図 ２ ～ 図 ５ に 詳 細 を 例 示 す る よ う に 、
表 側 お よ び 裏 側 の 地 組 織 が 六 角 形 の メ ッ シ ュ 状 に 形 成 さ れ 、 連 結 糸 が 表 裏 の 六 角 形 の 地 組
織 を 連 結 す る 構 造 の も の が 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ は 、 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ の 要 部 斜 視 図 で あ り 、 図 ３ は 同 要 部 平 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の IV－
IV線 矢 視 の 断 面 図 、 図 ５ は 図 ３ の V－ V線 矢 視 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ お よ び 図 ３ で は
、 説 明 の 便 宜 上 、 表 裏 の 地 組 織 ３ １ 、 ３ ２ を 架 橋 す る よ う に 連 結 し て い る 連 結 糸 ３ ３ は 、
部 分 的 に の み 図 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
表 側 の 地 組 織 ３ １ を 構 成 す る 地 糸 ３ １ １ お よ び 地 糸 ３ １ ４ は 、 主 に 裏 側 の 地 組 織 ３ ２ を 構
成 す る 地 糸 ３ ２ ２ と の 間 で 複 数 本 の 弓 状 の 連 結 糸 ３ ３ に よ り 結 ば れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
換 言 す れ ば 、 裏 側 の 地 糸 ３ ２ ２ か ら 連 結 糸 ３ ３ が 二 方 向 に 延 び 、 表 側 の 地 糸 ３ １ １ お よ び
３ １ ４ に 接 続 し て い る （ 図 ５ 参 照 ） 。 ま た 、 表 側 の 地 糸 ３ １ ５ と 裏 側 の 地 糸 ３ ２ ５ 、 表 側
の 地 糸 ３ １ ６ と 裏 側 の 地 糸 ３ ２ ３ が 、 そ れ ぞ れ 連 結 糸 ３ ３ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に
し て 、 連 結 糸 に よ り 表 裏 の メ ッ シ ュ 状 の 地 組 織 ３ １ と ３ ２ と が 架 橋 さ れ ハ ニ カ ム 状 の 空 隙
を 持 つ 複 雑 な 立 体 網 目 構 造 が 形 成 さ れ て い る 。 か か る 構 造 に よ り 、 土 壌 や 植 物 の 荷 重 が 加
え ら れ て も 、 立 体 網 目 内 部 の 空 隙 が 十 分 に 確 保 さ れ 排 水 性 が 損 な わ れ る こ と な く 維 持 さ れ
る 。 ま た 、 柔 軟 性 を 持 つ 立 体 網 目 構 造 に よ り 、 踏 圧 に 対 す る 適 度 な 弾 性 を 与 え る こ と が で
き る よ う に な る 。 さ ら に 、 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ は 空 隙 率 が ８ ５ ～ ９ ８ ％ と 高 い た め 、 例 え ば
０ ． ５ ～ ３ ． ５ ｃ ｍ の 厚 み で 十 分 に 排 水 機 能 を 持 つ こ と か ら 、 排 水 層 を 薄 層 化 で き る よ う
に な る 。 従 っ て 、 所 要 の 排 水 機 能 を 維 持 し な が ら 屋 上 緑 化 設 備 １ ０ ０ を 低 層 化 す る こ と が
で き る と と も に 、 強 風 に 対 す る 耐 久 性 も 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ が
柔 軟 性 に 富 み 、 か つ 薄 型 で あ れ ば 、 ロ ー ル 状 に 巻 回 し て 屋 上 ヘ 搬 入 し 、 そ こ で 展 延 す る こ
と に よ り 容 易 に 施 工 で き る と い う 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
排 水 用 基 盤 材 ３ ０ の 材 質 は 、 腐 蝕 や 劣 化 し 難 い 合 成 樹 脂 繊 維 が 好 ま し く 、 特 に ポ リ エ ス テ
ル 繊 維 が 好 ま し い 。 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ と し て の 三 次 元 編 織 物 を 構 成 す る 糸 の 径 は 、 ０ ． １
５ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 （ ２ ２ ０ ～ ２ ,３ ５ ０ デ ニ ー ル ） が 好 ま し く 、 地 組 織 の メ ッ シ ュ の 開
口 径 （ 目 合 い ） は １ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し い 。 ま た 、 三 次 元 編 織 物 の 高 さ （ す な わ ち
、 表 裏 の 地 組 織 間 の 距 離 ； 厚 さ ） は 、 前 記 し た よ う に 緑 化 設 備 の 低 層 化 や 巻 回 の し 易 さ を
考 慮 す る と ８ ～ ４ ０ ｃ ｍ 程 度 、 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ ｃ ｍ 程 度 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ に お い て は 、 裏 側 の 地 組 織 ３ ２ を バ イ ン ダ ー 繊 維 に
よ り 溶 融 固 着 さ せ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 裏 側 の 地 組 織 ３ ２ を 構 成 す る 繊 維 中 に 、 バ イ
ン ダ ー 繊 維 と し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 低 融 点 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 １ ３ ２ を 外 周 に 有 し 、 内
側 に 通 常 の 融 点 を 持 つ ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 １ ３ ３ を 入 れ た 芯 鞘 構 造 の 繊 維 を 挿 入 し て い る 。
こ こ で 、 低 融 点 の ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 １ ３ ２ と し て は 、 例 え ば １ ６ ０ ℃ 程 度 の 融 点 を 有 す る
共 重 合 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト を 挙 げ る こ と が で き 、 通 常 の 融 点 を 有 す る ポ リ エ ス テ
ル 樹 脂 １ ３ ３ と し て は 、 例 え ば ２ ６ ０ ℃ 程 度 の 融 点 を 持 つ ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト を
挙 げ る こ と が で き る 。 こ の 芯 鞘 構 造 の 複 合 繊 維 は 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン
ト お よ び 短 繊 維 糸 条 の い ず れ で 構 成 さ れ て も よ い 。 複 合 繊 維 の 太 さ は 、 １ ０ ０ デ ニ ー ル 以
上 ～ １ ０ ０ ０ デ ニ ー ル 以 下 が 編 み 立 て 性 が 良 好 で 使 用 し 易 い こ と 、 お よ び 交 点 部 の 接 着 力
に 優 れ て い る 点 で 好 適 で あ る 。 な お 、 芯 鞘 比 は 、 期 待 す る 物 性 に 応 じ て 設 定 で き る が 、 本
発 明 に お い て は １ ： ４ ～ ４ ： １ の 範 囲 と す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 バ イ ン ダ ー 繊 維 は 裏
側 の 地 組 織 ３ ２ だ け で な く 、 表 側 の 地 組 織 ３ １ に 導 入 し て も よ く 、 あ る い は 表 裏 両 側 に 導
入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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か か る 芯 鞘 構 造 の 繊 維 を 表 側 お よ び ／ ま た は 裏 側 の 地 組 織 ３ １ 、 ３ ２ に 混 入 し て 三 次 元 編
織 物 を 形 成 し た 後 、 例 え ば １ ６ ０ ℃ 以 上 の 温 度 を 加 え た 後 冷 却 す る 熱 セ ッ ト 加 工 を 行 う こ
と に よ り 、 鞘 の 部 分 の 低 融 点 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 １ ３ ２ が 一 旦 溶 融 し 、 周 囲 の 繊 維 と の 接 点
に お い て 固 着 す る の で 地 組 織 が 強 固 な も の と な る 。 こ れ に よ り 踏 圧 に 対 す る 抵 抗 性 を 大 幅
に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 地 組 織 が 強 固 に な る と 、 三 次 元 編 織 物 へ の 重 力 方 向
の 押 圧 に 対 し て 連 結 糸 ３ ３ が 横 倒 し に く く な り 、 適 度 な 弾 性 を 維 持 し た 状 態 で 荷 重 に 耐 え
得 る よ う に な る た め で あ る 。 ま た 、 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ が 土 圧 や 踏 圧 に 対 し て 十 分 な 耐 性 を
有 す る 結 果 と し て 、 植 物 へ の 悪 影 響 （ 軽 量 土 の 崩 れ や 移 動 に よ る 根 の 損 傷 な ど ） も 防 ぐ こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
防 根 シ ー ト ４ ０ は 、 排 水 層 ま で 到 達 し た 植 物 根 が 屋 上 の コ ン ク リ ー ト 地 ５ ０ に 定 着 す る こ
と を 防 ぐ 役 割 を 果 た す も の で あ り 、 水 分 を 透 過 し な い 合 成 樹 脂 等 の 材 質 の シ ー ト 部 材 を 用
い る こ と が 好 ま し い 。 防 根 シ ー ト ４ ０ の 厚 み は ０ ． ２ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 と す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 の 屋 上 緑 化 設 備 １ ０ ０ に お い て 生 育 さ せ 得 る 植 物 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い
が 、 例 え ば 、 芝 な ど の 低 草 類 、 セ ダ ム な ど の 多 肉 植 物 、 本 格 緑 化 用 の 中 低 木 類 な ど か ら 、
目 的 に 応 じ て 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 の 屋 上 緑 化 方 法 は 、 例 え ば ロ ー ル 状 に 巻 回 し た 状 態 の 防 根 シ ー ト ４ ０ 、 排 水 性 基 盤
材 ３ ０ 、 セ パ レ ー タ ー ２ ０ を 屋 上 面 で 順 次 展 開 、 積 層 し て い き 、 セ パ レ ー タ ー ２ ０ の 上 に
シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ を 盛 土 、 あ る い は 充 填 し た 後 、 植 物 を 植 え 込 む こ と に よ り 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 栽 培 す る 植 物 種 が 芝 の 場 合 は 、 別 の 栽 培 地 で シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ と 一 体 に 育 成 し た マ
ッ ト 状 の 芝 を ロ ー ル 状 に 巻 回 し て 搬 入 し 、 セ パ レ ー タ ー ２ ０ 上 に 展 開 す る こ と に よ っ て 施
工 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
以 上 、 本 発 明 を 種 々 の 実 施 形 態 に 関 し て 述 べ た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 制 約 さ れ る も
の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 の 範 囲 内 で 、 他 の 実 施 形 態 に つ い て も 適 用
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
例 え ば 、 図 １ の 屋 上 緑 化 設 備 １ ０ ０ で は 、 培 土 層 で あ る シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ が 表 層 を 形 成 し
て い る が 、 例 え ば 低 木 植 物 ６ １ な ど を 植 え る 本 格 緑 化 の 場 合 に は 、 図 ７ に 例 示 す る よ う に
、 培 土 層 の 上 に 、 さ ら に 水 分 蒸 発 抑 制 や 雑 草 の 発 芽 抑 制 の 目 的 で 砂 利 や バ ー ク チ ッ プ 等 で
覆 う マ ル チ ン グ 層 ７ ０ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 排 水 層 は 、 培 土 層 と 積 層 す る 構 成 と は 限 ら ず 、 図 ７ の よ う に 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ の 側
部 を シ ラ ス 軽 量 土 １ ０ で 覆 う よ う に し て も よ い 。 図 ７ で は 、 排 水 用 基 盤 材 ３ ０ は 、 水 の 排
出 路 が 形 成 で き る よ う に 勾 配 方 向 に 沿 っ て 複 数 並 列 配 備 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 排 水 性 基
盤 材 ３ ０ 内 へ の 培 土 の 侵 入 を 防 ぐ た め 、 排 水 性 基 盤 材 ３ ０ の 上 部 だ け で な く 側 部 も セ パ レ
ー タ ー ２ ０ で 覆 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 空 隙 を す る 三 次 元 編 織 物 で あ る 排 水 用 基 盤 材 に よ り 、 こ れ を 配 備 し た 屋 上 緑 化 設
備 に お い て 十 分 な 排 水 性 を 確 保 で き る と と も に 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 断 面 構 造 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 水 性 基 盤 材 の 要 部 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 水 性 基 盤 材 の 要 部 平 面 図 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 水 性 基 盤 材 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 排 水 性 基 盤 材 の 要 部 断 面 図 。
【 図 ６ 】 芯 鞘 型 複 合 繊 維 の 断 面 構 造 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 屋 上 緑 化 設 備 の 断 面 構 造 を 示 す 模 式 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 シ ラ ス 軽 量 土
２ ０ 　 セ パ レ ー タ ー
３ ０ 　 排 水 性 基 盤 材
４ ０ 　 防 根 シ ー ト
５ ０ 　 コ ン ク リ ー ト
６ ０ 　 植 物
７ ０ 　 マ ル チ ン グ 層
１ ０ ０ 、 １ ０ １ 　 屋 上 緑 化 設 備
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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